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平
成
二
十
六
年
度

国
土
強
靱
化
関
係
予
算
案
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
三
年
十
二
月
決
定
さ
れ
た
「
国
土
強
靱
化
政
策
大
綱
」
は
、
「
い
か
な
る
災
害
等
が
発
生
し
よ
う
と
も
、
・
人
命
の

保
護
が
最
大
限
図
ら
れ
る
こ
と
、
・
国
家
及
び
社
会
の
重
要
な
機
能
が
致
命
的
な
障
害
を
受
け
ず
に
維
持
さ
れ
る
こ
と
、
・
国

民
の
財
産
及
び
公
共
施
設
に
係
る
被
害
の
最
小
化
、
・
迅
速
な
復
旧
・
復
興
、
を
基
本
目
標
と
し
て
、
『
強
さ
』
と
『
し
な
や

か
さ
』
を
持
っ
た
安
全
・
安
心
な
国
土
・
地
域
・
経
済
社
会
の
構
築
に
向
け
た
『
国
土
の
強
靱
化
』
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
）
を
推
進
す
る
」
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
い
る
。
そ
の
も
と
で
、
平
成
二
十
六
年
度
の
国
土
強
靱
化
関
係
予
算
案

（
以
下
、
「
国
土
強
靱
化
関
係
予
算
案
」
と
い
う
）
と
し
て
、
十
三
府
省
庁
で
総
額
三
兆
三
千
二
百
八
十
三
億
円
を
計
上
し
て

い
る
（
「
平
成
二
十
六
年
度
国
土
強
靱
化
関
係
予
算
案
の
概
要
（
平
成
二
十
六
年
一
月

内
閣
官
房
国
土
強
靱
化
推
進

室
）
」
）
。

「
国
土
強
靱
化
関
係
予
算
案
」
の
内
容
を
見
る
と
、
国
土
強
靱
化
の
施
策
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
、
不
明
な
項
目

が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
ど
の
よ
う
な
検
討
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
国
土
強
靱
化
関
係
の
予
算
項
目
が
選
択
さ
れ
、
ま

と
め
ら
れ
た
の
か
。
脆
弱
性
の
評
価
は
行
わ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
府
省
庁
ご
と
に
「
国
土
強
靱
化
関
係
予
算
案
」
の
合
計
額
は

示
さ
れ
て
い
る
が
、
個
々
の
事
業
の
予
算
額
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

一



よ
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

国
土
強
靱
化
関
係
予
算
案
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

「
国
土
強
靱
化
関
係
予
算
案
」
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
集
め
ら
れ
た
の
か
、
十
三
府
省
庁
に
対
し
て
何
ら
か
の

指
示
が
さ
れ
た
の
か
、
審
査
等
が
行
わ
れ
た
の
か
。
そ
の
有
無
、
及
び
内
容
・
基
準
を
示
さ
れ
た
い
。

二

国
土
強
靱
化
の
進
め
方
の
手
順
と
「
国
土
強
靱
化
関
係
予
算
案
」
と
の
関
係
に
つ
い
て

内
閣
官
房
国
土
強
靱
化
推
進
室
は
、
次
の
よ
う
な
国
土
強
靱
化
に
向
け
た
「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
サ
イ
ク
ル
」
を
示

し
て
い
る
。
（
二
〇
一
四
年
二
月
「
国
土
強
靱
化
と
は
」
）
。

①

強
靱
化
が
目
指
す
べ
き
目
標
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
主
た
る
リ
ス
ク
を
特
定
・
分
析

②

リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
と
影
響
を
分
析
・
評
価
し
た
う
え
で
、
目
標
に
照
ら
し
て
脆
弱
性
を
特
定

③

脆
弱
性
を
分
析
・
評
価
し
、
脆
弱
性
を
克
服
す
る
た
め
の
課
題
と
リ
ス
ク
に
対
す
る
対
応
方
策
を
検
討

④

課
題
解
決
の
た
め
に
必
要
な
政
策
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
対
応
方
策
に
つ
い
て
、
重
点
化
、
優
先
順
位
を
付
け

て
計
画
的
に
実
施

⑤

そ
の
結
果
を
適
正
に
評
価
し
、
全
体
の
取
組
を
見
直
し
・
改
善

二



そ
こ
で
、
「
国
土
強
靱
化
関
係
予
算
案
」
に
示
し
た
各
事
業
に
つ
い
て
、
前
記
①
〜
⑤
の
各
段
階
の
作
業
を
ど
の
機
関
が

ど
の
よ
う
な
手
法
で
実
施
し
た
の
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
「
リ
ス
ク
の
特
定
・
分
析
」
「
脆
弱
性
の
特
定
、

分
析
・
評
価
」
「
対
応
方
策
の
検
討
」
を
実
施
し
た
結
果
を
示
し
た
う
え
で
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
問

う
。

三

十
三
府
省
庁
の
「
国
土
強
靱
化
関
係
予
算
案
」
の
事
業
の
内
訳
と
そ
の
選
定
理
由

十
三
府
省
庁
ご
と
に
「
国
土
強
靱
化
関
係
予
算
案
」
の
合
計
額
は
次
の
通
り
示
さ
れ
て
い
る
が
、
個
々
の
事
業
の
予
算
額

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
府
省
庁
ご
と
に
、
「
主
な
実
施
内
容
」
に
記
さ
れ
た
各
事
業
の
予
算
額
と
、
そ
の

選
定
理
由
を
示
し
た
う
え
で
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

（
一
）

国
土
交
通
省
（
予
算
額
二
兆
四
千
四
百
二
十
五
億
五
千
二
百
万
円
）

（
二
）

農
林
水
産
省
（
予
算
額
四
千
四
百
七
十
五
億
八
千
四
百
万
円
）

（
三
）

防
衛
省
（
予
算
額
千
七
百
七
十
六
億
二
千
五
百
万
円
）

（
四
）

文
部
科
学
省
（
予
算
額
千
三
百
八
十
六
億
五
千
六
百
万
円
）

（
五
）

警
察
庁
（
予
算
額
二
百
五
十
八
億
千
七
百
万
円
）

三



（
六
）

厚
生
労
働
省
（
予
算
額
二
百
五
十
五
億
千
六
百
万
円
）

（
七
）

環
境
省
（
予
算
額
二
百
二
十
二
億
七
千
万
円
）

（
八
）

経
済
産
業
省
（
予
算
額
二
百
九
億
六
千
九
百
万
円
）

（
九
）

総
務
省
（
予
算
額
百
六
十
四
億
五
千
五
百
万
円
）

（
十
）

法
務
省
（
予
算
額
六
十
七
億
三
千
八
百
万
円
）

（
十
一
）

内
閣
府
（
予
算
額
三
十
九
億
千
八
百
万
円
）

（
十
二
）

内
閣
官
房
（
予
算
額
一
億
六
千
三
百
万
円
）

（
十
三
）

外
務
省
（
予
算
額
六
百
万
円
）

右
質
問
す
る
。

四


